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生活保護制度を良くする会 

ニュース   
裁判へのご支
援・ご協力を! 
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 最
低
生
計
費
調
査
で
明
確
に
な
っ
た
人
間
ら
し
い
生
活 

 
 

８
月
２
６
日
（
土
）
に
行
な
わ
れ
た
「
生
活
保
護
制
度
を
良
く
す
る
会
」

第
５
回
総
会
で
黒
澤
幸
一
道
労
連
議
長
が
行
っ
た
記
念
講
演
「最
低
生
計

費
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
～
生
活
保
護
を
引
き
下
げ
さ
せ
な
い
」
の
要
旨

を
紹
介
し
ま
す
。 

５
０
０
０
円
、
映
画
や
買
い
物

～
月
４
回
２
０
０
０
円
、
旅
行

～
一
泊
を
年
３
回
１２
万
円
。
飲

み
会
～
月
２
～
３
回
で
１
回
２

０
０
０
～
３
０
０
０
円
。
車
の

保
有
は
無
し
、
で
し
た
。 

結
果
は
、
男
性
２２
万
４
９
８

３
円
、
女
性
２２
万
０
２
４
９
円
、

平
均
で
２２
万
２
６
１
６
円
と
出

ま
し
た
。
税
抜
き
で
、
そ
れ
ぞ

れ
１８
万
１
０
５
円
、
１７
万
５
３

７
１
円
、
１７
万
７
７
３
８
円
で

し
た
。
年
額
で
は
、
２
７
０
万

円
、
２
６
５
万
円
、
１
６
７
万

円
で
す
。
自
給
に
す
る
と
、
１

２
９
４
円
、
１
２
６
７
円
、
１

２
８
１
円
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

北
海
道
の
最
低
賃
金
は
７
８
６

円
、
月
額
１３
万
７
１
２
８
円
、

年
額
で
１
６
４
万
円
と
い
う
到

達
で
す
。
大
き
な
開
き
が
見
ら

れ
ま
す
。 

他
の
モ
デ
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

３０
代
夫
婦
・
子
ど
も
は
幼
児
と

小
学
生
だ
と
最
低
生
計
費
４
６

万
０
８
４
７
円
、
年
額
５
５
３

万
０
１
６
４
円
で
す
。
４
０
代

夫
婦
・
子
ど
も
は
小
学
生
・
中

学
生
だ
と
５
４
万
２
５
６
９

円
、
６
５
１
万
０
８
２
８
円
で

す
。
５
０
代
夫
婦
・
子
ど
も
は

高
校
生
と
大
学
生
だ
と
７
０
万

３
１
３
４
円
、
８
４
３
万
７
６

０
８
円
で
す
。
ひ
と
り
親
世
帯

と
な
る
と
、
３
０
代
女
性
・
小

学
１
人
で
３
０
万
２
５
４
３

円
、
３
６
３
万
０
５
１
６
円
、

４
０
代
女
性
・
小
学
生
と
中
学

生
で
３
９
万
７
３
５
６
円
、
４

７
６
万
８
２
７
２
円
で
す
。 

 

つ
で
す
。 

 

最
低
賃
金
は
、
み
な
さ
ん
が

運
動
し
て
い
る
生
活
保
護
基
準

を
目
安
に
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
憲
法
２５
条
で
は
「
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
」
を
有
す
る
と
さ
れ
、

国
は
国
民
に
こ
れ
を
保
障
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
最
低
限
度
の

生
活
と
は
ど
の
程
度
の
生
活
の

事
を
言
う
の
か
、
そ
の
基
準
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

最
低
生
計
費
の
可
視
化
で
最

低
生
活
の
基
準
が
明
ら
か
に 

 

そ
こ
で
、
生
計
費
調
査
を
行

い
、
人
間
ら
し
い
生
活
を
す
る

の
に
い
っ
た
い
幾
ら
必
要
な

の
か
を
目
に
見
え
る
よ
う
に

し
よ
う
と
言
う
の
が
、
動
機
で

す 

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
」
の
基
準
が
無
い 

 

道
労
連
は
２
０
１
６
年
４
月

に
、
１
２
１
７
人
の
協
力
で
最

低
生
計
費
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
道

労
連
は
労
働
組
合
で
す
か
ら
、

生
活
で
き
る
賃
金
の
確
保
を
目

標
に
運
動
し
て
い
ま
す
が
、
非

正
規
雇
用
が
全
体
の
４０
％
、
女

性
の
６０
％
、
若
者
で
は
５０
％
を

超
え
て
い
る
今
日
、
最
低
賃
金

を
生
活
を
保
障
で
き
る
水
準
ま

で
引
き
上
げ
る
こ
と
は
大
き
な

課
題
の
一
つ
で
す
。 

 

最
低
賃
金
は
、
み
な
さ
ん
が

運
動
し
て
い
る
生
活
保
護
基
準

を
目
安
に
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
憲
法
２
５
条
で
は
「
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
」
を
有
す
る
と
さ

れ
、
国
は
国
民
に
之
を
保
障
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
最
低
限
度

の
生
活
と
は
ど
の
程
度
の
生
活

の
事
を
言
う
の
か
、
そ
の
基
準

は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
保
障
の
前

進
は
平
和
な
社
会
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る 

  

す
。
そ
れ
を
示
す
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
賃
金
の
引
き
下
げ
攻
撃

に
対
し
て
堂
々
と
反
撃
で
き
る
、

そ
う
考
え
た
の
で
す
。
こ
れ
ら

を
通
じ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ

ム
～
国
が
国
民
に
対
し
て
保
障

す
る
最
低
限
の
生
活
水
準
を
明

確
に
す
る
な
ら
ば
、
最
低
賃
金

だ
け
で
な
く
、
老
後
や
障
害
を

持
っ
た
後
の
生
活
を
保
障
す
る

年
金
、
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
で
あ
る
生
活
保
護
の
基
準

が
、
人
間
ら
し
い
生
活
を
す
る

の
に
あ
と
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
、

が
わ
か
り
ま
す
。 

 

札
幌
市
の
２５
才
・
単
身
で 

２２
万
２
６
１
６
円
が
必
要 

 

実
際
の
生
活
で
の
支
出
、

所
有
し
て
い
る
物
を
調
査
し
、

も
っ
て
い
る
人
が
７０
％
以
上

の
も
の
以
外
は
除
き
、
値
段
は

下
か
ら
３０
％
く
ら
い
と
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
住
い
は
１
Ｌ

Ｋ
で
３
万
２
０
０
０
円
、
教

養
・
娯
楽
は
デ
ー
ト
～
月
１
回 

 

越
え
て
い

る
今
日
、

最
低
賃
金

を
生
活
を

保
障
で
き

る
水
準
ま

で
引
き
上

げ
る
こ
と

は
大
き
な

課
題
の
一

つ 
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三浦道生連会長の解説 

 

 

 

 
 

 三浦誠一事務責任者（道生連

会長）は、経過と方針の報告の

冒頭、生計費調査報告にふれ、

「札幌の２５才・単身が２２万

２６１６円ですが、税抜きは１

７万７７３８円という事でし

た。生活保護費が１２万４３８

０円ですから、税抜き生計費と比

較すると７０％になります。 

厚労省は、平均の７０％程度

が生活保護水準と言ってますか

ら、附合しています。引き下げ

られた保護費を元に戻せという運

動とともに、健康で文化的な最低

限度の生活を求める上で、この生

計費調査の結果も力にしていき

たいと思います」と述べました。 

 

 

万
０
１
６
４
円
で
す
。
４０
代

夫
婦
・
子
ど
も
は
小
学
生
と

中
学
生
だ
と
５４
万
２
５
６

９
円
、
６
５
１
万
０
８
２
８

円
で
す
。
５０
代
夫
婦
・
子
ど

も
は
高
校
生
と
大
学
生
だ
と

７０
万
３
１
３
４
円
、
８
４
３

万
７
６
０
８
円
で
す
。
日
本

は
教
育
費
に
と
て
も
お
金
が

か
か
る
国
だ
と
い
う
事
が
わ

か
り
ま
す
。 

ひ
と
り
親
世
帯
と
な
る
と
、

３０
代
女
性
・
小
学
１
人
で
３０

万
２
５
４
３
円
、
３
６
３
万

５
１
６
円
、
４０
代
女
性
・
小

学
生
と
中
学
生
で
３９
万
７

３
５
６
円
、
４
７
６
万
８
２

７
２
円
で
す
。
そ
の
負
担
の

大
き
さ
は
大
変
な
も
の
で
す
。 

 最
賃
は
地
域
別
だ
が
最
低

生
計
費
は
全
国
ほ
ぼ
一
律 

 

最
低
賃
金
は
全
国
を
４
ラ

ン
ク
に
分
か
れ
て
い
て
差
が

あ
り
ま
す
が
、
１
４
道
県
・

１６
市
で
調
査
し
た
結
果
、
最

低
生
計
費
は
全
国
は
ほ
ぼ
保

護
一
律
な
の
で
す
。
特
徴
的

な
の
は
、
都
市
部
で
は
車
の

移
動
は
そ
う
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
地
方
に
行
け
ば
車
で

の
移
動
は
必
須
な
の
で
す
。 

 

札
幌
市
、
秋
田
市
、
さ
い

た
ま
市
、
名
古
屋
市
を
比
較

す
る
と
、
最
賃
は
７
８
６
円
、

７
１
６
円
、
８
４
５
円
、
８

４
５
円
で
す
が
、
最
低
生
計

費
は
１
２
９
４
円
、
１
２
４

８
円
、
１
３
９
１
円
、
１
３

０
６
円
な
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

最
賃
千
円
！
を
掲
げ
て
運
動

し
て
来
ま
し
た
が
、
今
は
１

５
０
０
円
を
要
求
し
て
い
ま

す
し
、
全
国
一
律
最
賃
制
を

要
求
し
て
い
ま
す
。 

  

最
低
限
度
の
生
活
実
現 

へ
の
３
つ
の
課
題 

最
低
生
計
費
と
最
低
賃
金
、

生
活
保
護
基
準
の
関
係
で
は
、

札
幌
市
の
２５
才
・
単
身
者
の

場
合
、
月
額
で
２２
万
２
６
１

６
円
・
１
３
万
６
０
６
円
・

１２
万
４
３
８
０
円
で
、
最
賃

で
８
・
６
万
円
の
差
、
生
活

保
護
で
９
・
８
万
円
の
差
が

あ
り
ま
す
。
時
給
に
換
算
す

る
と
、
１
２
８
１
円
・
７
８

６
円
・
７
１
６
円
で
す
。 

賃
上
げ
や
雇
用
が
安
定
す

れ
ば
消
費
が
増
え
ま
す
。
消

費
が
増
え
れ
ば
地
域
経
済
が

活
性
化
し
ま
す
。
そ
う
な
れ

ば
景
気
が
よ
く
な
り
、
税
収

入
も
増
え
ま
す
。
こ
う
し
た

経
済
の
好
循
環
を
作
り
出
す

た
め
に
も
、
賃
上
げ
・
最
低

賃
金
の
改
善
、
最
低
保
障
年

金
の
確
立
、
生
活
保
護
基
準

の
引
き
上
げ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
に
①
労
働
者
の

生
活
実
態
の
認
知
と
可
視
化
、

②
賃
上
げ
と
生
活
保
護
の
改

善
、
③
政
治
を
変
え
る
共
闘

が
必
要
で
す
。
政
府
・
厚
労

省
は
生
活
保
護
基
準
の
改
悪

を
狙
っ
て
い
ま
す
が
、
最
賃

は
生
活
保
護
基
準
を
目
安
と

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

生
活
保
護
基
準
が
下
が
れ
ば

最
賃
は
頭
打
ち
、
さ
ら
に
引

き
下
げ
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
、
労
働
者
や
労
働
組
合
は
、

生
活
保
護
基
準
を
守
り
改
善

さ
せ
る
運
動
を
避
け
て
通
る

訳
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
の
闘
っ
て
い

る
「
新
・
人
間
裁
判
」
の
勝

利
の
た
め
に
、
労
働
組
合
と

し
て
も
全
力
で
応
援
し
ま

す
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
！ 

     

 

 


